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浦先生達のグループは、最近、口蓋裂や発育不良、精神遅滞の症状を特徴とした 
4p-症候群(Wolf-Hirschhorn syndrome)の遺伝子欠損領域に含まれるWHSC1遺伝子が、 
ヒストンH3K36特異的なメチル化酵素であり、4p-症候群の主要な原因遺伝子である事を 
つきとめられました。最近の研究の進展も含めてお話いただきます。 	
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